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衆
議
院
議
員
保
坂
展
人
君
提
出
カ
ネ
ミ
油
症
問
題
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

（
�
）
に
つ
い
て

カ
ネ
ミ
油
症
事
件
に
つ
い
て
は
、
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
、
ポ
リ
塩
化
ジ
ベ
ン
ゾ
フ
ラ
ン
等
が
混
入
し
た
こ
め
油
の
製
造

及
び
販
売
を
行
っ
た
カ
ネ
ミ
倉
庫
株
式
会
社
に
そ
の
発
生
の
責
任
が
あ
り
、
そ
の
当
時
、
当
該
こ
め
油
に
よ
る
健
康
被
害
発

生
の
危
険
の
切
迫
を
容
易
に
知
り
得
る
べ
き
状
況
に
な
か
っ
た
国
に
同
事
件
の
発
生
の
責
任
は
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

政
府
と
し
て
は
、
同
事
件
の
発
生
後
、
食
品
衛
生
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
三
十
三
号
）
そ
の
他
関
係
法
令
に
基

づ
き
、
地
方
公
共
団
体
と
連
携
し
、
被
害
拡
大
防
止
の
た
め
に
適
切
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
同
様
の
事
件
の
発
生
を
防
止

す
る
た
め
、
同
法
に
基
づ
く
規
制
を
強
化
す
る
な
ど
の
対
策
を
講
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
カ
ネ
ミ
油
症
患
者
の
治

療
法
の
確
立
等
の
た
め
、
油
症
研
究
班
が
行
う
調
査
研
究
に
対
す
る
補
助
を
行
う
な
ど
の
措
置
を
講
じ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
カ
ネ
ミ
油
症
事
件
に
係
る
対
策
が
遅
れ
て
い
た
と
は
考
え
て
い
な
い
。

（
�
）
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
昭
和
四
十
三
年
十
月
に
、
患
者
の
発
生
が
見
ら
れ
た
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
、
カ
ネ
ミ
ラ
イ
ス
オ
イ

ル
の
流
通
経
路
を
把
握
し
、
疫
学
的
調
査
を
行
う
こ
と
等
を
指
示
し
、
当
該
調
査
の
結
果
も
踏
ま
え
、
カ
ネ
ミ
油
症
事
件
に

一



係
る
対
策
を
講
じ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
御
指
摘
の
調
査
を
改
め
て
実
施
す
る
必
要
は
な
い
も
の
と
考
え
る
。

（
�
）
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
カ
ネ
ミ
油
症
被
害
患
者
に
対
し
て
は
、
現
行
の
社
会
保
障
制
度
に
基
づ
き
必
要
な
医
療
保
障
及
び
所
得

保
障
が
行
わ
れ
て
き
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
お
尋
ね
の
「
公
害
・
薬
害
被
害
」
と
の
比
較
に
つ
い
て
は
、
国
の
被

害
発
生
の
責
任
の
有
無
等
国
が
救
済
措
置
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
具
体
的
な
事
情
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

（
�
）
に
つ
い
て

油
症
診
断
基
準
に
つ
い
て
は
、
油
症
研
究
班
に
お
い
て
、
科
学
的
・
医
学
的
知
見
に
基
づ
き
平
成
十
六
年
に
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
類
の
血
中
濃
度
を
基
準
に
盛
り
込
む
改
定
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
在
の
診
断
基
準
は
妥
当
な
も
の
で
あ
る
と
考
え

る
。
今
後
、
新
た
な
科
学
的
・
医
学
的
知
見
が
得
ら
れ
れ
ば
、
油
症
研
究
班
が
、
必
要
に
応
じ
て
同
診
断
基
準
を
見
直
し
、

こ
れ
に
よ
り
、
現
在
未
認
定
の
者
で
あ
っ
て
も
、
新
た
に
認
定
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
と
考
え
る
。

（
�
）
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
油
症
研
究
班
の
調
査
研
究
に
対
す
る
国
庫
補
助
金
の
使
途
に
つ
い
て
、
同
研
究
班
か
ら
報
告
を

受
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一

二



年
法
律
第
四
十
二
号
）
に
基
づ
く
開
示
請
求
が
あ
れ
ば
開
示
す
る
も
の
で
あ
る
。

油
症
研
究
班
は
、
世
界
的
に
も
、
治
療
法
や
化
学
物
質
の
体
外
排
出
法
の
確
立
に
は
至
っ
て
い
な
い
中
で
、
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
の
排
泄
促
進
効
果
が
期
待
さ
れ
る
コ
レ
ス
チ
ミ
ド
に
よ
る
臨
床
試
験
や
漢
方
療
法
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。

ま
た
、
御
指
摘
の
「
健
康
実
態
調
査
」
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
年
度
に
初
め
て
厚
生
労
働
省
が
関
係
都
府
県
に
委
託
し

実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
御
指
摘
の
よ
う
に
以
前
か
ら
油
症
研
究
班
を
「
主
軸
」
と
し
て
実
施
し
て
い
る

も
の
で
は
な
い
。
な
お
、
同
調
査
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
効
果
的
に
実
施
す
る
た
め
、
油
症
研
究
班
と
連
携
し
て
実
施
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

（
�
）
に
つ
い
て

御
指
摘
の
政
府
米
保
管
費
用
に
つ
い
て
は
、
「
カ
ネ
ミ
油
症
事
件
に
関
す
る
措
置
に
つ
い
て
」
（
昭
和
六
十
年
二
月
二
十

二
日
法
務
・
厚
生
・
農
林
水
産
三
大
臣
確
認
事
項
）
に
基
づ
き
、
カ
ネ
ミ
倉
庫
株
式
会
社
に
支
出
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

現
時
点
に
お
い
て
、
こ
の
仕
組
み
を
変
更
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

三


